
　

現
代
の
問
題
を
考
察
す
る
際

に
、
そ
れ
ま
で
の
過
程
、
す
な
わ

ち
現
代
史
を
た
ど
る
作
業
は
欠
か

せ
な
い
。
本
稿
で
は
タ
イ
の
現
代

を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
書
籍
を

紹
介
す
る
。

　

タ
イ
の
通
史
（
古
代
〜
二
〇
〇

六
年
）
を
扱
っ
た
も
の
に
柿
崎
一

郎
『
物
語
タ
イ
の
歴
史
：
微
笑
の

国
の
真
実
』（
中
央
公
論
新
社
、

二
〇
〇
七
年
）
が
あ
る
。
末
廣
昭

『
タ
イ
：
開
発
と
民
主
主
義
』（
岩

波
書
店
、
一
九
九
三
年
）
は
、
一

九
五
八
年
の
サ
リ
ッ
ト
首
相
に
よ

る
ク
ー
デ
タ
か
ら
一
九
九
二
年
の

五
月
流
血
事
件
ま
で
の
社
会
の
変

化
を
追
う
。
そ
の
続
編
に
あ
た
る

末
廣
昭
『
タ
イ
：
中
進
国
の
模
索
』

（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）
は
、

民
主
化
、
現
代
化
、
王
制
を
切
り

口
に
、
一
九
八
八
年
か
ら
の
二
〇

年
間
を
分
析
す
る
。パ
ー
ス
ッ
ク
・

ポ
ン
パ
イ
チ
ッ
ト
、ク
リ
ス
・
ベ
ー

カ
ー
『
タ
イ
国
：
近
現
代
の
経
済

と
政
治
』（
刀
水
書
房
、
二
〇
〇

六
年
）
は
、
現
代
タ
イ
の
経
済
と

政
治
の
発
展
に
関
す
る
詳
細
な
概

説
書
で
あ
る
。

　

タ
ノ
ー
ム
軍
事
政
権
が
学
生
を

中
心
と
す
る
デ
モ
の
な
か
で
倒
さ

れ
た
一
九
七
三
年
の
一
〇
・
一
四

事
件
の
前
後
を
追
っ
た
も
の
に
、

Ｐ
・
Ｃ
・
チ
ャ
ン
ダ
ー
、
Ｔ
・
ス

パ
ウ
ォ
ン『
革
命
に
向
か
う
タ
イ
：

現
代
タ
イ
民
衆
運
動
史
』（
柘
植

書
房
、
一
九
七
八
年
）
が
あ
る
。

同
じ
く
一
〇
・
一
四
事
件
に
つ
い

て
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
経
験
と
教
訓

を
記
録
し
た
も
の
に
ス
ニ
ー
・

チ
ャ
イ
ヤ
ロ
ッ
ト
『
フ
ェ
ミ
ニ
ス

ト
が
語
る
タ
イ
現
代
史
：
一
〇
・

一
四
事
件
と
私
の
闘
い
』（
明
石

書
店
、
二
〇
〇
七
年
）
が
あ
る
。

プ
オ
イ
・
ウ
ン
パ
ー
コ
ー
ン
『
タ

イ
現
代
史
へ
の
一
証
言
』（
井
村

文
化
事
業
社
、一
九
八
七
年
）
は
、

一
九
七
六
年
の
一
〇
・
六
事
件（
血

の
水
曜
日
事
件
）
の
主
舞
台
タ
マ

サ
ー
ト
大
学
の
学
長
で
あ
っ
た
プ

オ
イ
に
よ
る
、
事
件
に
つ
い
て
の

証
言
で
あ
る
。

　

ス
コ
ー
タ
イ
王
朝
か
ら
五
月
流

血
事
件
ま
で
を
扱
っ
た
加
藤
和
英

『
タ
イ
現
代
政
治
史
：
国
王
を
元

首
と
す
る
民
主
主
義
』（
弘
文
堂
、

一
九
九
五
年
）
は
、「
タ
イ
民
主

主
義
」
の
内
実
を
タ
イ
史
の
原
点

に
戻
っ
て
検
討
す
る
。
一
九
九
〇

年
代
の
民
主
化
過
程
に
焦
点
を
当

て
た
玉
田
芳
史
『
民
主
化
の
虚
像

と
実
像
：
タ
イ
現
代
政
治
変
動
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
』（
京
都
大
学
学
術

出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
）
は
、
民

主
化
の
主
役
と
さ
れ
て
き
た
中
間

層
を
虚
像
で
あ
る
と
し
、
そ
の
実

像
に
迫
る
。
頻
繁
な
軍
部
に
よ
る

ク
ー
デ
タ
は
タ
イ
政
治
の
特
徴
で

あ
る
が
、
軍
部
に
よ
る
最
初
の
革

命
と
な
っ
た
一
九
三
二
年
の
立
憲

革
命
の
論
理
と
心
情
と
を
分
析
し

た
も
の
に
、
村
嶋
英
治
『
ピ
ブ
ー

ン
：
独
立
タ
イ
王
国
の
立
憲
革
命
』

（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
）
が

あ
る
。

　

一
九
世
紀
末
以
降
の
バ
ン
コ
ク

に
お
け
る「
無
秩
序
な
都
市
開
発
」

の
原
因
を
土
地
所
有
史
の
観
点
か

ら
追
究
し
た
も
の
に
、田
坂
敏
雄
、

西
澤
希
久
男
『
バ
ン
コ
ク
土
地
所

有
史
序
説
』（
日
本
評
論
社
、
二

〇
〇
三
年
）
が
あ
る
。
倉
島
孝
行

『
タ
イ
の
森
林
消
失
：
一
九
九
〇

年
代
の
民
主
化
と
政
治
的
メ
カ
ニ

ズ
ム
』（
明
石
書
店
、二
〇
〇
七
年
）

は
、一
九
九
〇
年
代
の
「
森
林
地
」

対
「
耕
地
」
を
め
ぐ
る
政
治
的
な

攻
防
が
、
森
林
地
を
減
少
さ
せ
、

農
地
を
拡
大
さ
せ
た
構
図
を
提
示

す
る
。
北
原
淳『
タ
イ
近
代
土
地
・

森
林
政
策
史
研
究
』（
晃
洋
書
房
、

二
〇
一
二
年
）
は
、
一
九
世
紀
末

か
ら
一
九
三
〇
年
代
ま
で
の
、
国

家
に
よ
る
農
地
と
森
林
地
の
管
理

政
策
に
関
す
る
歴
史
的
経
過
の
実

証
研
究
で
あ
る
。

　

経
済
発
展
と
鉄
道
を
中
心
と
し

た
交
通
政
策
と
の
関
係
を
論
じ
た

も
の
に
、
柿
崎
一
郎
『
タ
イ
経
済

と
鉄
道
：
一
八
八
五
〜
一
九
三
五

年
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇

〇
〇
年
）、
同
『
鉄
道
と
道
路
の

政
治
経
済
学
：
タ
イ
の
交
通
政
策

と
商
品
流
通
一
九
三
五
〜
一
九
七

五
年
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、

二
〇
〇
九
年
）、同『
王
国
の
鉄
路
：

タ
イ
鉄
道
の
歴
史
』（
京
都
大
学

学
術
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）
が

あ
る
。

　

矢
野
秀
武
『
現
代
タ
イ
に
お
け

る
仏
教
運
動
：
タ
ン
マ
ガ
ー
イ
式

瞑
想
と
タ
イ
社
会
の
変
容
』
は
、

一
九
七
〇
年
代
以
降
に
上
座
部
仏

教
の
一
寺
院
に
仏
教
運
動
が
生
じ

た
背
景
に
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
宗

教
行
政
や
七
〇
年
代
以
降
の
消
費

社
会
化
の
影
響
を
指
摘
す
る
。

　

ト
ン
チ
ャ
イ
・
ウ
ィ
ニ
ッ
チ
ャ

ク
ン
『
地
図
が
つ
く
っ
た
タ
イ
：

国
民
国
家
誕
生
の
歴
史
』（
明
石

書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
は
、
国
民

と
い
う
観
念
の
創
造
に
地
図
が
果

た
し
た
役
割
を
論
じ
る
。
村
田
翼

夫
『
タ
イ
に
お
け
る
教
育
発
展
：

国
民
統
合
・
文
化
・
教
育
協
力
』（
東

信
堂
、
二
〇
〇
七
年
）
は
、
ラ
ー

マ
五
世
王
時
代
以
降
の
教
育
の
発

展
と
国
民
統
合
の
関
係
を
論
じ

る
。
柿
崎
千
代
訳『
タ
イ
の
歴
史
：

タ
イ
高
校
社
会
科
教
科
書
』（
明

石
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）
は
、
高

校
三
年
生
用
歴
史
教
科
書
の
翻
訳

で
あ
り
、
学
生
が
ど
の
よ
う
な
歴

史
認
識
を
持
つ
こ
と
を
期
待
さ
れ

て
い
る
か
が
垣
間
み
え
る
。

　

昭
和
初
期
ま
で
の
日
タ
イ
の
交

流
史
に
は
、
石
井
米
雄
、
吉
川
利

治
『
日
・
タ
イ
交
流
六
〇
〇
年
史
』

（
講
談
社
、一
九
八
七
年
）が
あ
る
。

戦
時
期
の
日
本
に
よ
る
東
南
ア
ジ

ア
侵
攻
・
泰
緬
鉄
道
敷
設
に
つ
い

て
は
、
ね
ず
ま
さ
し
『
現
代
史
の

断
面
・
死
の
泰
緬
鉄
道
』（
校
倉

書
房
、
一
九
九
九
年
）、
抗
日
・

反
政
府
運
動
の
地
下
組
織
「
自
由

タ
イ
」
の
中
心
人
物
の
動
向
に
つ

い
て
は
、
市
川
健
二
郎
『
日
本
占

領
下
タ
イ
の
抗
日
運
動
：
自
由
タ

イ
の
指
導
者
た
ち
』（
勁
草
書
房
、

一
九
八
七
年
）
が
あ
る
。

　

早
瀬
晋
三
、
桃
木
至
朗
編
集
協

力
『
東
南
ア
ジ
ア
史
研
究
案
内
』

（
岩
波
書
店
、二
〇
〇
三
年
）に
は
、

小
泉
順
子
氏
、
村
嶋
英
治
氏
に

よ
っ
て
、
タ
イ
の
主
要
な
資
料
館

や
図
書
館
等
に
お
け
る
史
料
の
保

存
状
況
お
よ
び
そ
の
利
用
方
法
が

説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
参
考
に
さ

れ
た
い
。

（
こ
ば
や
し　

ま
り
え
／
ア
ジ
ア

経
済
研
究
所　

図
書
館
）

タ
イ
現
代
史
を
学
ぶ
た
め
の
読
書
案
内

小
林
磨
理
恵
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